























































てる必要性が指摘されてきた［Dreby 2007：1050-1051；Knörr and Nunes























































た人々を、「事実上の第 2 世代」として第 2 世代のカテゴリーに含むことが
しばしばなされてきた［Rumbaut 2004：1165］。1965 年のアメリカ移民法
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改正以降の新移民の子どもたちであるいわゆる「新第 2 世代」（the new
second generation）の同化過程に関する研究においても、国外で生まれ、
子ども期に移住してきた人々を新第 2 世代の中に含めて考察することが多
かった［Levitt and Waters 2002：12；Myers et al. 2009：208-9］。
しかし、それらの研究において、移住時の年齢を基準として子ども期に移

























第 2章 フィリピンからの第 1.5 世代移住者 53
入隊の年齢である 18 歳までに移住してきた人々を指すとされている
［Remennick 2003］。また、ニュージーランドのアジア系の 1.5 世代の移住
経験と生活戦略を論じた研究では、6歳から 18歳というより広い移住時年
齢の範囲で第 1.5 世代が定義されている［Bartley and Spoonley 2008］。さ
らに、第 1.25 世代や第 1.75 世代という概念の導入など、移住時の年齢の違
いによって生じる移住経験の相違を重視して、カテゴリーのさらなる細分化
































































［cf. Bartley and Spoonley 2008：67］。移住先社会における学校は、しばし
ば、移住者の子どもたちにとっての、移住先での新しい文化との最初の体系
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この統計によれば、1981 年から 2009 年の 29 年間で、移住時の年齢 14歳以
下の人々が年平均約 11,800人、合計約 34万人、15歳以上 19歳以下の人々

















































体に占める比率は、1981 年の 82％から 2009 年の 51％へと低下した。アメ
リカが主要な移民先であることに変化はないものの、フィリピンからの移民
先は多様化傾向にあるといえる［CFO 2010］。
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また、これらの移民数を押し上げている要因の一つに、国際結婚を契機と
した海外への移民の増加がある。CFOの統計(5)では、1989 年から 2009 年
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表１　海外在住フィリピン人推計値（2008年12月）
࿾ၞ䋯࿖ ᳗૑⒖᳃ ⍴ᦼ⊛⒖૑⠪ 㕖ᱜⷙ⒖૑⠪ ว⸘
✚ᢙ 㪊㪃㪐㪇㪎㪃㪏㪋㪉 㪊㪃㪍㪉㪍㪃㪉㪌㪐 㪍㪌㪊㪃㪍㪇㪐 㪏㪃㪈㪏㪎㪃㪎㪈㪇
䉝䊐䊥䉦 㪈㪃㪐㪏㪍 㪋㪋㪃㪊㪇㪊 㪏㪃㪉㪍㪌 㪌㪋㪃㪌㪌㪋
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䉟䉺䊥䉝 㪉㪎㪃㪇㪇㪊 㪎㪎㪃㪇㪏㪎 㪈㪊㪃㪇㪇㪇 㪈㪈㪎㪃㪇㪐㪇
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情緒的安定性に否定的な影響を及ぼしているとはいえないこと［Battistella
and Conaco 1998］、さらに近年では、移住者の子どもの学業成績、情緒的





低い傾向があるという指摘や［Battistella and Conaco 1998；ECMI et al.
2004］、移住者の子どもたちが母親の移住に対する否定的な意見を示すこと















































































































る大規模な調査（CILS：The Children of Immigrants Longitudinal Study,
1992。「移民の子どもに関する長期調査」）にもとづき、新第 2世代のアメリ



























































察される余地があると思われる［cf. Suàrez-Orozco and Suàrez-Orozco
2001：68、83］。また、アメリカ西海岸とハワイに歴史的に多数の非熟練移
住者を送り出してきた農村地域（イロコス地方）で調査をおこなっていた筆
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者からみると、そうした非熟練移民たちの移住経験が、これらの研究におい























まれた第 2世代からの、本研究でいう第 1.5 世代に対する差別的なまなざし
と実践である。
第 1.5 世代たちは、アメリカにおいてアメリカに到着したばかりの移民に
対する侮蔑的な表現である FOB（Fresh Off the Boat）という表現で呼ばれ
ることがある［cf. Zhou and Xiong 2005：1149］。そこでは、彼らの英語の































間で、第 1.5 世代と第 2世代が区別されているかどうか、その区別が人々の










































































































( 5 ）この数字は、結婚の他に、若干の婚約と事実婚を含む［佐竹・ダアノイ 2006：43］。
( 6）“How farest the Saudi Kids?” Sunday Globe Magazine, March 19, 1989.
















の多様性にも留意する必要がある［Liu et al. 1991］。
(11）また、フィリピン系の新第 2 世代については、親世代の社会経済的地位の高さや英
語力の高さが、大学卒業率の高さにあまり結びついていないという指摘もある
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